
溜、尿 糸P、藝43:429-431-1997 429

胃癌の精索,精 巣固有漿膜転移の1例
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   A 62-year-old man with advanced gastric cancer was admitted with a swelling of the left scrotum. 
He had undergone subtotal and total gastrectomies 10 and 5 years earlier, respectively. A hard mass 
was palpated along the left spermatic cord associated with a hydrocele testis. A left high  orhiectomy 
was performed. Multiple small nodules were noted on the surface of the tunica vaginalis. Also, a 
tumor in the spermatic cord was present at the level of the internal inguinal ring, protruding into the 

peritoneal cavity and adherent to the colon. Peritonitis carcinomatosa was recognized. Histo-
patological diagnosis was tubular adenocarcinoma showing extensive vascular invasion, consistent with 
a metastasis from gastric cancer. 

                                            (Acta Urol. Jpn.  43: 429-431, 1997) 
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緒 言

転移性精索腫瘍は進行癌,と くに消化器癌の「病態

として散見されるが精巣固有漿膜への転移はきわめて

稀である.今 回われわれは腹膜播種,肝 転移を有する

進行胃癌で,精 索のみならず精巣固有漿膜にも多発性

の結節状転移巣がみられた症例を経験 したので報告す

る.

症 例

症例:62歳,男 性

家族歴:父 親71歳 時に胃癌で死亡

既往歴:特 記事項なし

現病歴:1985年2月15日,胃 癌にて他院で胃亜全摘

除術.1990年8月,残 胃再発にて胃全摘除術施行,そ

の後外来通院でOK432(ピ シバニール⑭)の 投与を

行って い た.1996年2月 よ りCAI9-9の 上 昇(50

U/m1),腹 部エコーで肝転移が認め られた.ま た同

時期より左の陰嚢の腫大も自覚するようになり精査,

加療のため1996年6月24日 入院 となった.

身体所見:身 長159cm,体 重54kg,体 温37.4℃,

血圧154/81mmHg,脈 拍84/min,整,体 格 中等 度,

栄 養 良好.

左 陰嚢 は超 鶏卵 大に腫 大 し,透 光性あ り,ま た左精

索 に沿 って下腹壁 に弾性 硬の腫 瘤 を触知 した.そ の他

一 般 身体 所 見 に異常 を認 めず 表 在 リンパ 節触 知せ

ず

直腸診 にて前立腺の頭側 に硬い腫瘤 を触知,前 立腺

自体 には異常 所見 を認めず

検査成績:一 般血液生化 学,血 算 に異常 を認 めず

検 尿;尿 糖(一),尿 蛋 白(一),pH8.0,尿 潜 血

(一),尿 沈 渣 に異 常 所 見 を認 めず 腫 瘍 マ ーカー,

CAI9-9110U/ml(正 常 値37U/m1以 下),CEA(癌

胎 児 性 抗 原)5.Ong/ml(正 常 値5.Ong/ml以 下),

AFP(alphafeto-protein)2ng/ml(正 常 値10ng/ml

以 下).

超 音 波 断層 像で は水腫壁 に結節状 の小腫瘤 が散 見 さ

れた(Fig.1)が,精 巣 は形態,内 部構 造 と もに異 常

所 見はみ られ なか った.

入 院後経過:1996年6月25日 右 鼠径部 よ り肝動脈動

注 ポー ト挿 入 これ よ り5-FU(5-fluorouracil)1,000

mg持 続 注 入 を行 った.1996年7月4日 左高位 精巣摘
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Fig.1.Ultrasonographyofthele丘scrotum

showsmultiplesmallnodulesonthe

量nnersurfaceofhydroceletestis,

除術,腹 腔内抗癌剤投与 目的で腹腔ポー ト留置 した.

手術所見:内 鼠径輪の高さの精索に黄白色の示指頭

大の腫瘤がみられこれが内鼠径輪から腹腔内へ突出,

さらに大腸に癒着 していた.こ れを剥離し内鼠径輪近

傍の腹膜と共に精索,精 巣を一塊 として摘出した.な

お腹腔内には多数の結節性腫瘤がみられ,肝 周囲播種

巣 にエ タノール を注入後腹腔ポー トを留置 し,mi-

tomycinC4mgを 注入した.

摘出標本 は重量70g,水 腫の内溶液は淡血性,透

明であった.肉 眼的に精巣固有漿膜面にも多発性の小

結節がみ られたが,精 巣は外観上明 らかな異常はな

く,固 有漿膜腔 と腹腔 との交通性はみ られなかった

(Fig.2).

病理組織像:左 精索の腫瘍 は胃癌の原発巣 と同 じ

中～高分化型管状腺癌からなり,陰 嚢水腫壁にみられ

た結節 も同様の組織像であった.精 索の遠位部には肉

眼的にも組織学的にも腫瘍細胞はみ とめ られなかっ

た.精 索内のリンパ管,静 脈 ともに脈管侵襲が強 く,
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Fig.3.Top:Histologically,extensivevascular

invasionofcancercells(arrowhead)were

notedinthespermaticcord。

Bottom:Nodulartumorsobservedon

thesu血ceoftunicavaginal三s(arrow-

head)werealsoconsistedoftubularade-

nocarclnoma.

胃癌の腹膜播種および血行,リ ンパ行性転移と診断 し

た.精 巣実質には腫瘍細胞は認められなかった(Fig.

3).

手術後経過:術 後ll日 目よりcisplatin,5-FUを 用

いた全身化学療法を施行,ま た肝転移巣に対 し経皮的

エタノ詣ル注入療法 を行 った.以 後全身状態の悪化な

く現在 まで経過良好である.

考 察

Fig.2,Grossappearanceoftheresectedspeci-

men.Ayellowish・whitesolidmasswas

observedattheproximalendofsperma-

ticcord.Smalltumorswerenotedon

thesurfaceoftunicavaginalis.

精索および陰嚢内容への転移性腫瘍の原発巣 として

は消化器癌がほとんどであ り,特 に胃癌は全体の約半

数を占めるとされているト3)一転移経路 としてはリン

パ行性,血 行性,直 接浸潤,精 管逆行性などがあげら

れているが1),本 例ではリンパ管,静 脈内に多数の腫

瘍細胞塊がみられておりリンパ管,血 管を介 した経路

が主体 となったと考えられる.し かし精索にみられた

腫瘍は腹腔内へ突出,腸 管 との癒着もみられてお り腹

腔内の播種巣が直接精索に波及した可能性もある.な

お精巣固有漿膜面にみられた転移結節は精索内の腫瘍

との連続はな く,ま た固有漿膜腔と腹腔 との爽通性 も

無かったことより,リ ンパ管,血 管を介 して広が った
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腫瘍細胞が固有漿膜面に生着 し腫瘤を形成 したのでは

ないかと推測 される.こ れについては腹膜播種巣が内

鼠径輪の腹膜を介して脈管浸潤をおこし結果として逆

行性に固有漿膜への転移 をおこした可能性も考えられ

る.

精巣固有漿膜への腫瘍の転移は現在まで数例4'6)の

報告 をみるのみで稀なものと考えられる.特 に自験例

のように結節状の腫瘤が固有漿膜面に多発性に形成さ

れるのはきわめて稀な病態と考えられる.な お本例で

は胃癌の進展 と共に陰嚢水腫が出現 しているが,精 索

内の広範な脈管侵襲により血液,リ ンパ液の流れが障

害され結果 として固有漿膜腔内液の産生と吸収のバラ

ンスが崩れ陰嚢水腫の発生の一因になったのではない

かと推測される.

結 語

精索および精巣固有漿膜に転移がみられた62歳 男性

の胃癌症例を報告 した.

文 献

431

D影 山 幸 雄,蔵 尚 樹,山 田 拓 己,ほ か:膵 癌 の 精

索 転 移.臨 泌42:273-275,1988

2)AlbagaF,santaulariaJMandvillavicentcioH=

Metastatictumorofthcepididymisandspermatic

cord.EurUrol9:56-59,1983

3)KannoK,OhwadaS,NakamuraS,etal.:

Epididymismetastasisfromcoloncarcinoma:acise

reportandreviewoftheJapaneseliterature.JPnJ

CIinOncoI24:601-603,1994

4)AskariA,FaddoulAandHerreraH:Metastatic

carcinomatotesticle.Urology17:601-603,1981

5)AquinoNM,MortanRandSinghH:Carcinomaof

pancreasmetastasizingtothctunicavaginalistestis.

Jcu17:287-290,1989

6)川 西 宣 裕,小 山 捷 平,堀 田 総 一,ほ か:陰 嚢 内 転

移 に よ り 発 見 さ れ た 胃 再 発 癌 の1例.癌 の 臨36:

101-104,1990

(ReceivedonJanuary6,1997AcceptedonMarch5,1997)




